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山北町第５次総合計画がスタート！

将来の町の姿
『みんなでつくる 魅力あふれる元気なまち やまきた』

をめざして

広報やまきた　平成26年4月号　No.710 2

つ
多
く
の
方
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

他
市
町
村
に
も
自
慢
で
き
る
、
豊
か
な
自
然
、

伝
統
や
文
化
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

生
か
し
て
、
町
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
や
町

を
訪
れ
る
方
々
も
笑
顔
に
あ
ふ
れ
、
健
康
で

生
き
が
い
や
活
力
に
満
ち
、
元
気
と
い
う
言

葉
が
似
合
う
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
山
北
町
の
人
口
は
、
多
く
の
市
町
村
と
同

じ
く
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
成
19
年

か
ら
23
年
ま
で
の
人
口
か
ら
今
後
の
人
口
を

推
計
す
る
と
、
平
成
35
年
に
は
今
か
ら
約

２
，
０
０
０
人
程
度
減
少
し
、
１
０
，
０
０

０
人
を
割
り
込
む
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
町
で

は
、
産
業
振
興
施
策
や
子
育
て
支
援
、
定
住

対
策
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
１
１
，
０
０

０
人
の
人
口
規
模
を
目
標
と
し
ま
す
。

１
．
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
　
〈
自
立
・
協
働
〉

　
町
民
参
加
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
で
、
山
北
町
の
個
性
を
伸
ば

し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
自
立
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

主
な
施
策

　
◆
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
◆
交
流
と
広
域
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
４
月
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
計
画
的
、

効
率
的
に
進
め
る
た
め
の
方
法
等
を
示
し
た

「
山
北
町
第
５
次
総
合
計
画
」が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
山
北
町
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
き
策
定
し

た
も
の
で
、
町
の
最
上
位
に
位
置
付
ら
れ
る

計
画
で
、
こ
れ
か
ら
の
山
北
町
を
ど
の
よ
う

な
ま
ち
に
し
て
い
く
か
を
示
す
も
の
で
す
。

「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
（
分
野
別
計
画
）」

か
ら
構
成
さ
れ
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35

年
度
ま
で
の
10
年
間
の
長
期
計
画
で
す
。

１
．
自
立　
町
民
が
健
康
で
い
き
い
き
と
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
、
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

２
．
協
働　
町
民
、
行
政
及
び
議
会
が
互
い

に
協
力
し
合
っ
て
進
め
る
ま
ち

づ
く
り

３
．
活
力　
産
業
振
興
や
定
住
対
策
に
取
り

組
む
、
活
力
の
あ
る
元
気
な
ま

ち
づ
く
り

　
山
北
町
に
は
、
地
域
の
人
々
の
交
流
、
お

も
い
や
り
が
随
所
に
残
り
、
町
に
愛
着
を
持

総
合
計
画
と
は

計
画
書
の
基
本
理
念

〜
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
〜

人
口
の
現
状
と
今
後
の
推
計

　
　
　
　
〜
１
１
，
０
０
０
人
〜

基
本
計
画

（
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

　
５
本
の
柱
で
す
）

町
の
将
来
像

　
み
ん
な
で
つ
く
る

　
魅
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち

　
や
ま
き
た



2

1

　審議会では約１年間、慎重かつ詳細に審議を重ねて
きました。各委員には、将来を見据えて、大変熱心に
ご議論をいただきました。山北町第５次総合計画では
人が主役のまちづくりができることを願っています。

審議会会長　　出雲　明子氏　　
（東海大学准教授）

※審議会は、総合計画策定にあたって調査及び審議を行い、
町長に意見を述べる組織。公募委員を含む16名で構成。

町長に答申書を手渡す出雲会長（右）と小賀坂職務代理（左）

山北町総合計画審議会会長に聞きました
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◆
地
方
分
権
に
対
応
し
た
健
全
な
行
財

　
　
政
運
営

　
◆
魅
力
あ
る
定
住
環
境
を
構
築
す
る
ま

　
　
ち
づ
く
り

２
．
学
び
と
歴
史
文
化
を
生
か
し
た
ま
ち

　
　
づ
く
り
（
教
育
文
化
）

　

幼
児
・
学
校
教
育
の
充
実
を
は
じ

め
、
山
北
町
の
自
然
環
境
、
伝
統
文
化

等
の
町
内
各
地
域
の
資
源
を
生
か
し

て
、
学
び
と
歴
史
文
化
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

主
な
施
策

　
◆
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
・
青
少

　
　
年
の
育
成

　
◆
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

　
　
活
動

　
◆
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

３
．
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
（
保
健

　
　
福
祉
）

　
町
民
の
年
齢
・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
等

に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
施
策
や
質
の
高

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
整
備

し
、
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

主
な
施
策

　
◆
健
康
づ
く
り

　
◆
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　
◆
地
域
福
祉
、
児
童
福
祉
、
高
齢
者
福

　
　
祉
、
障
が
い
者
福
祉

４
．
安
全
安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
（
防
災
・
防
犯
・
生
活
環
境
）

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
進

め
る
と
同
時
に
、
自
然
環
境
に
対
応
し

た
道
路
、
水
路
、
上
下
水
道
等
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
生
活
交
通

の
充
実
な
ど
、
町
民
の
生
活
利
便
性
の

向
上
を
図
り
、
安
全
安
心
な
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

主
な
施
策

　
◆
災
害
に
強
い
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

　
　
り

　
◆
森
林
と
清
流
を
生
か
し
た
環
境
に
や

　
　
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
◆
快
適
な
居
住
環
境
の
整
備

　
◆
土
地
の
有
効
活
用

　
◆
利
便
性
の
高
い
交
通
基
盤
の
整
備

５
．
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
活
力
あ
る
ま

　
　
ち
づ
く
り
（
産
業
振
興
）

　
農
林
業
、
観
光
業
、
商
業
、
鉱
工
業

な
ど
の
一
層
の
振
興
を
図
り
、
山
北
町

の
魅
力
を
高
め
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

主
な
施
策

　
◆
活
力
と
魅
力
あ
る
農
林
業
の
振
興

　
◆
自
然
環
境
な
ど
地
域
の
資
源
を
生
か

　
　
し
た
魅
力
あ
る
観
光
の
振
興

　
◆
地
域
の
活
力
を
創
る
商
業
の
振
興

　
◆
優
れ
た
資
源
を
生
か
し
た
鉱
工
業
の

　
　
振
興

　
◆
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
基
本
計
画
で
進

め
ら
れ
る
行
政
各
分
野
の
施
策
体
系
と
は
別

の
視
点
か
ら
重
要
な
事
業
を
集
め
た
も
の

で
、
関
連
す
る
施
策
を
横
断
的
・
総
合
的
に

取
り
組
む
も
の
で
す
。

｠

町
民
力
・
地
域
力
を
発
揮
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
山
北
町
の
活
力
の
原
点
は
地
域
で
、
地
域

が
元
気
に
な
る
こ
と
で
ま
ち
全
体
が
元
気
に

な
り
ま
す
。
自
治
会
を
含
め
町
民
一
人
ひ
と

り
が
地
域
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
協
働
で
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

｠

若
者
定
住
・
子
育
て
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
山
北
町
の
人
口
は
急
激
に
減
少
し
、
少
子

高
齢
化
が
進
ん
で
い
て
、
人
口
減
少
に
よ
っ

て
、
負
の
影
響
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
働
く
場
の
確
保
や
子
育
て
支
援
及
び
教

育
環
境
の
充
実
を
図
り
定
住
人
口
を
増
加
さ

せ
ま
す
。

｠｠【
問
合
せ
】
企
画
財
政
課
企
画
班

（
電
話
）
７
５

－

３
６
５
２

２
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
基
本
計
画
の
中
で
も
優
先
的
に

　
進
め
る
事
業
で
す
）
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　平成26年度の当初予算が３月17日町議会で可決されました。
　予算総額は80億8,590万円で前年度と比べて3.8％の減となりました。
　このうち、町の行政運営の基本的な経費である一般会計は44億1,800万円、10の特別会計は、
合計で33億8,692万円、水道事業会計は２億8,098万円となりました。
　平成26年度の予算編成は、財政調整基金からの繰り入れはせず、また、地方債の発行について
最小限とするなど緊縮型予算とし、初年度となる「山北町第５次総合計画」で定める重点プロジェ
クトと５つの分野別構想を柱に、学校施設をはじめとした公共施設の老朽化対策に重点的に財源
を配分するなど、町の将来像である「みんなでつくる　魅力あふれる元気なまち　やまきた」の
実現をめざしていきます。

平成２６年度　当初予算
―総額８１億円―

平成26年度の予算規模と前年度の比較

山北町第５次総合計画の実現をめざして

（単位：万円）

９．5％減

２．３％増

５．７％増

０．４％減

５．４％増

４７．８％減

２．７％増

２３．５％減

２３．６％減

１６．３％増

３．０％増

１９．７％増

３．８％減

４億６，３００減

３，３４２増

８９５増

４減

２，７８０増

８，４２９減

２９増

２，４７９減

２９2減

１億３，９７2増

９，８１４増

４，６２７増

３億１，８５９減

４８億８，１００

１４億２，９４７

１億５，７８８

８７９

５億１，９３６

１億７，６５１

１,０６６

１億0,５４7

１,２３５

８億５，６２９

１,２００

３２億８，８７８

２億３，４７１

８４億0,４４９

４４億１，８００

１４億６，２８９

１億６，６８３

８７５

５億４，７１６

９,２２２

１,０９５

８,０６８

９４3

９億９，６０１

１,２００

３３億８，６９２

２億８，０９８

８０億８，５９０

平成２６年度 平成２５年度 増減額 増減率会　計　名

一 般 会 計

国民健康保険事業

後 期 高 齢 者 医 療

災害給付見舞事業

下 水 道 事 業

町設置型浄化槽事業

山 北 財 産 区

共 和 財 産 区

三 保 財 産 区

介 護 保 険 事 業

商 品 券

特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

総 　 　 　 額

特　
別　
会　
計
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○まちづくり活動支援事業
自治会加入促進の調査等

○町政連絡費
町内各地区での座談会の開催や各自治会活動の
支援　

○集会所等改修助成
自治会の活動拠点となる集会所等の改修助成（４
ケ所）

○地域づくり委員会支援事業
地域の課題を自ら解決する団体への支援（４団体）

○山北駅駅舎活用事業
無人化された山北駅での切符販売委託

○自主防災対策事業
自主防災組織の活動を支援

○森林ふれあい健康セラピー運営事業
森林セラピー体験による健康づくりの展開

○行政ホームページ推進事業
わかりやすく町政の状況や取り組みを発信　

○防犯関係事業
あんしんメール運営、防犯灯・設置修繕助成等

「山北町第５次総合計画」に定める重点プロジェクト

町民力・地域力を発揮するプロジェクト

○子育て支援事業
子育て支援センターの運営や出産祝金の支給など

○紙おむつ支給事業
出生から１歳になるまで紙おむつを支給　

○小児医療費助成事業
中学校修了まで医療費を助成

○保育所保育料、幼稚園保育料を第2子以降
　1/２程度削減

○保育園施設整備事業
向原保育園屋根改修・停車場整備

○放課後児童クラブ運営事業
学童保育の運営

○学校施設エアコン設置
学校の相談室・多目的室等にエアコンの設置

○学校施設改修（老朽化対策）
川村小学校消火栓改修・山北中学校キュービク
ル改修、三保小学校プール設備改修　　　　　
岸幼稚園改築・三保小学校屋根改修

○岸幼稚園通園バスの運行及び通園補助金
の支給

○地域優良住宅維持管理事業
「サンライズやまきた」の維持管理

○定住総合対策事業
住まいづくり応援事業（住宅利子補助金・空家
活用助成金・新築祝金等）の定住促進

若者定住・子育て支援プロジェクト

昨年の座談会「町長と語ろうまちづくり」の様子
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平成２６年度の重点施策
重点施策総額  2 5億8 , 5 7 4万円
山北町第５次総合計画で定める「５つの分野別構想」

・水源地域交流事業　　　　　　　　　　　　　　　　
・産業交流事業（新潟県村上市（旧山北町）との産業交流）
・英語補助教員設置事業
・広域行政推進事業（富士・箱根・伊豆交流圏ネットワーク
負担金）

・一部事務組合等による広域的な行政運営（県町村情報シス
テム組合・後期高齢者医療広域連合・足柄西部清掃組合・
足柄上衛生組合）

・小田原市斎場事務広域化協議会負担金

２　交流と広域によるまちづくりの推進

・戸籍住民基本台帳等管理事業（戸籍情報システム更新）
・公会計システム運用業務

・神奈川県町村情報システム共同運営事業
３　地方分権に対応した健全な行財政運営の推進

・定住総合対策事業（やまきたＬＯＶＥ婚実行委員会助成
金、住まいづくり応援事業助成金、住宅利子補助金、空家
活用助成金、新築祝い金等）

４　魅力ある定住環境を構築するまちづくりの推進

自立したまちづくり（自立・協働）

・まちづくり活動支援事業（自治会加入促進の調査等）　
・地域づくり委員会支援事業（地域間交流活性化活動支援
等）
・山北駅駅舎活用事業
・集会所等改修助成
・山北駅北側元気づくりプラン推進事業（商業施設の立地支
援）
・町政連絡費（各地区での座談会の開催・自治会活動の支援）
・行政ホームページ推進事業
・広報紙発行事業

・あんしんメールの運営
・議会だより、議事録発行事業

１　協働のまちづくりの推進

学びと歴史文化を生かしたまちづくり（教育文化）

・岸幼稚園改築事業
・学校施設エアコン設置
・学校施設の改修、老朽化対策事業（川村小学校消火設備改
修、山北中学校キュービクル改修、三保小学校プール設備
改修）
・三保小学校屋根改修
・食育推進事業
・学校統合推進事業（スクールバスの運行、閉校式典助成等）
・通学補助金
・放課後子ども教室推進事業

・青少年スポーツクラブ助成金
・青少年育成活動推進事業（青少年健全育成大会の開催等）
・幼稚園運営事業（岸幼稚園通園バス運行、通園補助金等）

１　次代を担う子どもの教育・青少年の育成
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・男女共同参画プラン推進事業
・人権啓発教育事業

・地域改善対策事業
３　人権尊重のまちづくりの推進

・生涯学習活動モデル事業助成金
・生涯学習センター非常照明予備電池交換（※４月１日より
中央公民館は生涯学習センターに変更）

・パークゴルフ場管理運営事業
・カヌーのまちづくり推進事業
・河村城址歴史公園整備事業

２　生涯学習・生涯スポーツ・文化活動の推進

・山北診療所管理運営事業
・休日急患診療所運営費負担金
・自動体外式除細動器（AED）借上料（新規：２器、合計
29器）

・国民健康保険事業特別会計繰出事業（出産育児一時金、保
険基盤安定、その他）

・神奈川県後期高齢者医療運営事業

２　地域医療体制の充実

・福祉計画等策定事業（地域福祉計画、障害者福祉計画、子
ども子育て支援事業計画、第６期高齢者福祉計画、介護保
険事業計画）

・災害時要支援者支援事業（支援システムの運用等）
３　地域福祉の推進

・生きがい事業団運営事業
・高齢者等の生活支援事業（緊急通報システム、移送サービ
ス等）

・老人クラブ活動等事業
・介護保険事業特別会計繰出事業（介護給付費等）

５　高齢者福祉の推進

・重度障害者医療費助成事業
・障害者自立支援給付事業（施設介護等）

・在宅障害児者支援事業（福祉タクシー利用助成等）
・在宅障害者福祉対策支援事業（住宅設備改修助成等）

６　障がい者福祉の推進

・子育て支援事業（子育て支援センターの運営等）
・小児医療費助成事業（中学校終了まで）
・保育園施設整備事業（向原保育園屋根改修・停車場整備）

４　児童福祉の推進

健康と福祉のまちづくり（保健福祉）

・やまきた健康スポーツ大会開催助成金
・健康診査、相談等事業（がん検診等）
・健康福祉センター管理事業（さくらの湯施設管理・修繕等）
・森林ふれあい健康セラピー運営事業（推進協議会助成金等）
・健康づくり事業（健康普及員活動助成等）
・母子保健事業（妊婦健診助成等）
・紙おむつ支給事業（出生から１歳になるまで）
・子育て支援事業（出産祝い金等）

１　健康づくりの推進

昨年のやまきた健康スポーツ大会の様子
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・環境推進事業
・地球温暖化防止対策推進事業（住宅用太陽光発電システム
設置助成等）
・ハイブリッド型街灯整備

・水源の森林づくり推進事業
・やまきたまち農業活性化推進事業（有害鳥獣駆除等）
・ごみ減量化再資源化事業
・有害種対策事業（ヤマビル駆除等）

２　森林と清流を生かした環境にやさしいまちづくりの推進

・地域優良賃貸住宅管理事業（サンライズやまきたの維持管
理）
・地区水道助成事業
・下水道事業特別会計繰出事業

・町設置型浄化槽事業特別会計繰出事業（高度処理型浄化槽
設置　10基）

・し尿処理事業（足柄上衛生組合負担金等）

３　快適な居住環境の整備

・地域振興推進事業（町内循環バス運行、共和地区福祉バス
運行助成）
・福祉タクシー運行事業（運行調査・検討）
・山北駅駅舎活用事業
・広域交通拠点整備推進事業（スマートＩＣ実現化調査）
・町内道路維持管理工事（地域要望に対応した町道の維持補
修等）
・道路新設改良事業 
　　橋梁等の長寿命化等（松ケ山隧道、永安橋、新湯の沢
橋、谷ケ跨線橋）

　　町道等の新設改良（川村小学校入口線等）
・新東名対策事業（関連用地測量登記等）
・農道橋梁点検事業

５　利便性の高い交通基盤の整備

・土地利用調査事業 ・旧共和小学校改修事業（屋根改修）
４　土地の有効活用

安全安心で住みよいまちづくり（防災・防犯・生活環境）

・交通安全対策事業（交通指導隊の活動等）
・交通安全施設整備事業（カーブミラー、ガードレールの設
置等）
・防災設備等維持管理事業（全国瞬時警報システム更新、防
災無線子局更新等）
・耐震診断費補助事業
・自主防災対策事業

・ドクターヘリ運営費負担金
・防犯関係事業（あんしんメール運営、防犯灯設置・修繕助
成等）

・広域消防運営事業（小田原市消防負担金）
・消防団活動事業
・消防施設整備事業（消火栓設置等）

１　災害に強い安全安心のまちづくりの推進

地域の魅力を高める活力あるまちづくり（産業振興）

・やまきたまち農業活性化推進事業（ビニールハウス等設置
補助、農産物生産助成、有害鳥獣防護柵設置助成等）
・中山間地域等直接支払事業
・農道等維持管理事業（地域要望に対応した改修等）
・用水維持管理工事（地域要望に対応した改修等）
・森林ボランティア実践事業

・森林整備基金加速化・林業再生基金事業（（仮称）なえぎの
学校整備）

・水源環境保全・再生交付金事業（町有林整備、私有林整
備、作業道整備、河川・水路浄化対策等）

・畜産業振興（畜産共進会助成、優良系統種助成等）
・丹沢湖魚族放流事業助成金

１　活力と魅力ある農林業の振興

補強工事を行う谷ケ跨線橋



38万4,911円（3万3,700円減）

26年度予算で町民１人に一般会計の中で使われる町のお金
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衛生費

土木費消防費 商工費公債費

議会費民生費 総務費

教育費

農林水産業費

1万1,279円
（909円増）

3万5,856円
（572円増）

10万2,756円
（7,097円増）

8万2,363円
（1万8,158円減）

9,338円
（35円増）

3万1,139円
（909円増）

3万7,582円
（1,249円減）

1万8,396円
（316円減）

4万3,505円
（2万3,819円減）

8,827円
（610円増）

その他

3,870円
（290円減）

　目的別歳出額
を、３月１日現
在の人口１万1,
478人で算出し
た金額。
※（ ）内は前年度
　と比較した額

・中川地区土地利用調査事業（旧ハイツ＆ヴィラ跡地利用調査） ・観光振興事業（観光案内板整備、観光協会助成等）
２　自然環境などの地域の資源を生かした魅力ある観光の振興

・山北駅周辺魅力づくり推進事業
・東山北駅周辺魅力づくり推進事業

・商工業振興事業（商工会助成等）
・山北ブランド推進事業

３　地域の活力を創る商業の振興

副町長の退任・就任

副町長に
山崎　佐俊氏

　東副町長の辞職によ
り、山崎佐俊氏が副町長
に就任しました。
　山崎氏は、昭和52年
に山北町役場に入庁し、
生涯学習課長、企画財政
課長、参事兼企画財政課
長などを歴任しました。
任期は平成26年４月１
日から平成30年３月31
日までです。

東　利之副町長
が辞職

　３月31日付けで、東副
町長が辞職されました。
　東氏は、平成23年４
月に副町長に就任し、温
厚な人柄で足柄上地域県
政総合センター所長など
県職員として培われた経
験を生かし、大きな観点
や視野から町政に取り組
み、町の発展のために尽
力されました。

歳出内訳
（万円）

積立金
６９２

財 源 別
歳入内訳
（万円）

歳入合計
４４億１，８００

一般会計予算

人件費
１１億８，４６８

物件費
８億２，１８５

補助費等
７億２，３６３

公債費
３億５，７４１

その他
５億６，６３１

繰出金
４億０，９２０

普通建設事業費
３億４，８００

自
　
　
主
　
　
財 

　
源

依　　存　　財 

　　源

その他
２億１，４２０

歳入合計
４４億１，８００町税

１８億
９，５１２

その他
４億４，１１８

地方
交付税
８億５，０００

国・県
支出金
６億４，２２０

町債
３億７，５３０
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消
費
税
率（
国
・
地
方
）の

　
　
　
　
　
　
　
引
き
上
げ

　
消
費
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
26
年
４

月
１
日
か
ら
、
消
費
税
率
（
国
・
地
方
）
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う

年
金
や
医
療
、
介
護
な
ど
の
急
激
に
増
加
し
た
社

会
保
障
負
担
を
、
安
定
し
た
財
源
に
よ
っ
て
賄
う

も
の
で
す
。
消
費
税
は
、
価
格
へ
の
転
嫁
を
通
じ

て
最
終
的
に
消
費
者
が
負
担
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
税
で
、
景
気
や
人
口
構
成
の
変
化
に
影
響

さ
れ
に
く
く
、
ま
た
特
定
の
人
に
負
担
が
集
中
す

る
こ
と
の
な
い
、
経
済
活
動
に
中
立
的
な
税
金
で

す
。

引
き
上
げ
分
は
す
べ
て

　
　
　
　
社
会
保
障
の
財
源
へ

　
引
き
上
げ
分
の
消
費
税
収
は
す
べ
て
社
会

保
障
の
財
源
と
さ
れ
ま
す
。
財
源
が
安
定
し
て

確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、「
子
ど
も
・
子
育

て
」、「
医
療
・
介
護
」、「
年
金
」
と
い
っ
た
社

会
保
障
制
度
の
充
実
や
安
定
化
を
図
り
、
同
時

に
将
来
世
代
へ
の
負
担
の
先
送
り
を
減
ら
す

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

町
の
公
共
料
金
や
使
用
料

　
　
　
　
な
ど
も
改
定
し
ま
す

　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
町
で
も
水

道
料
金
や
下
水
道
使
用
料
な
ど
の
公
共
料
金
、

し
尿
処
理
や
粗
大
ご
み
の
処
理
手
数
料
、
施
設

使
用
料
の
改
定
（
値
上
げ
）
を
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
や
ご
利
用
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

４
月
１
日
以
降
も
、
使
用
料
の
改
定
を

　
行
わ
な
い
町
の
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
直
接
該
当
の
施
設
ま
た
は

　
担
当
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

消費税率引き上げ
使用料なども変わります

社会保障の充実
待機児童の解消、医療介護サービス

の充実など

社会保障の安定化
年金国庫負担２分の１など

将来世代への負担の付け回しの軽減
消費税率引上げに伴う
社会保障支出の増

引
き
上
げ
分
の
消
費
税
収

財
政
健
全
化
に
一
定
の
寄
与

全
額
を
社
会
保
障
財
源
化

※地方消費税とは、国税である消費税と同様に、事業として
行った商品の販売、サービスの提供等の国内取引や外国貨
物の引き取りに対して課税される都道府県税です。
※消費税率10％（消費税7.8％・地方消費税2.2％）への引上
げについては、改めて経済状況等を総合的に勘案した検討
が行われます。

消費税6.3％

地方消費税1.7％

平成26年4月1日～

８％

消費税４％

５％

地方消費税１％
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５％から８％へ
町の公共料金や

町の施設等

使用料について

手数料について

旧料金

378円

378円

新料金

388円

388円

区　分

定額制（１人につき月額）

従量制（36リットルにつき）

（担当　上下水道課管理班　☎75－3645）

＜し尿の処理手数料＞  
旧料金

1,050 円

新料金

1,080 円

区　分

粗大ゴミ
（1個又は1束につき）

※新料金は、４月16日収集分に係る手数料から適用されます。
（担当　環境農林課生活環境班　☎75－3654）

＜粗大ゴミの処理手数料＞  

上下水道料金は、10ページに掲載しています。

旧料金新料金
施設名

※使用料は、使用時間４時間以内を１回として徴収します。
※新料金は、４月１日以降に使用する使用料から適用します。
（担当　生涯学習課生涯学習スポーツ班　☎75－3649）

＜町有施設の使用料＞

学 校 体 育 館

学 校 運 動 場

山 北 体 育 館 ２ 階

山北体育館１階各室

山 北 児 童 館

山 北 第 ２ 児 童 館

向 原 児 童 館

山北町スポーツ広場

昼間

5,400円

1,080円

5,400円

1,080円

1,080円

1,080円

1,080円

夜間

6,480円

6,480円

1,290円

1,290円

1,290円

1,290円

4,320円

昼間

5,250円

1,050円

5,250円

1,050円

1,050円

1,050円

1,050円

夜間

6,300円

6,300円

1,260円

1,260円

1,260円

1,260円

4,200円

旧料金

5,250 円

2,100 円

新料金

5,400 円

2,160 円

名　称

山北駐車場（月額）

谷ケ駐車場（月額）

（担当　総務防災課財産管理班　☎75－3643）

＜駐車場の使用料＞  旧料金

2,100 円

3,150 円

5,250 円

新料金

2,160 円

3,240 円

5,400 円

区　分

５ 人漕（月額）

７ 人漕（月額）

10人漕（月額） 

（担当　上下水道課管理班　☎75－3645）

＜町設置型浄化槽の使用料＞  

旧料金新料金
区　分

※新料金は、４月１日以降に使用する使用料から適用します。
（担当　都市整備課管理計画班　☎75－3647）

＜ぐみの木近隣公園テニスコートの使用料＞

3,240円

3,780円

540円

640円

4,320円

4,860円

750円

860円

3,150円

3,670円

520円

630円

4,200円

4,720円

730円

840円

町内在住
在 勤 者

町内在住
在勤者以外

町内在住
在 勤 者

町内在住
在勤者以外

１日貸

時間貸

平　日

日祭日

平　日

日祭日
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20 ㎥まで
25㎥
30㎥
40㎥

旧料金

1,050 円

1,365 円

1,680 円

2,310 円

新料金

1,080 円

1,404 円

1,728 円

2,376 円

使用水量

20㎥まで

25㎥

30㎥

40㎥

＜下水道の使用料（2か月分）＞
上下水道料金について

旧料金新料金
使用水量

※下水道使用料は、水道使用量から算出されています。
※経過措置として、３月31日以前（４月１日前）から継続して上下水道を使用している場合は、４月１日以降の最初の検針分に
　限り、消費税率５％が適用されます。（下図参照）
※使用開始の日が４月１日以降の場合、４月検針分及び５月検針分から８％の消費税率が適用されます。
※料金については、今回全戸配付した『上下水道使用料金早見表』または町ホームページをご覧ください。

＜水道の使用料（2か月分）＞

1,339 円
1,744 円
2,149 円
2,959 円

2,548円
2,953円
3,358円
4,168円

1,302円
1,695円
2,089円
2,877円

2,478円
2,871円
3,265円
4,053円

メーター器
口径13㎜

メーター器
口径20㎜

メーター器
口径13㎜

メーター器
口径20㎜

●水道の加入負担金も変更になります     
※４月以降に給水装置（水道メーター）の新設・増設などを申し込まれるものに対しては、８％の消費税率が適用され経過措置はありません。
（担当　上下水道課管理班　☎75－3645）

偶数月検針の場合（A地区）※A地区、B地区の地区割りは山北町民カレンダーに掲載してあります。
平成26年６月検針分から
８％の消費税率が適用されます。
　★は検針日

検針月
４月検針分

６月検針分

適用税率
５％

８％

２月
★

３月 ４月
★

★

５月 ６月

★

７月
使用期間

使用期間

奇数月検針の場合（B地区）
平成26年７月検針分から
８％の消費税率が適用されます。
　★は検針日

検針月
５月検針分

７月検針分

適用税率
５％

８％

２月 ３月
★

４月 ５月
★

★

６月 ７月

★

使用期間

使用期間

７０歳～７４歳までの方の医療費負担
ー平成26年４月１日から見直されますー

【問合せ】保険健康課保険年金班
　　　　　（電話）７５－３６４２

　一定以上の収入がある方は、これまでどおり３割負担となります。
　詳細は、加入されている保険組合等へお尋ねください。　

　70歳から74歳の方が、医療機関等の窓口で支払う負担割合は法律上
２割となっています。これまでは特例措置として１割の負担とされて
いましたが、平成26年度からはこの特例措置が見直されることとなり
ます。

◇平成26年４月２日以降に70歳の誕生日を迎える方

70歳の誕生月の翌月（※）から医療費の窓口負担が

２割　になります

◇平成２６年４月１日までに７０歳の誕生日を迎えた方

平成26年４月以降（※）の医療費の窓口負担は

１割のまま　です

【例】平成26年４月２日～５月１日で70歳となる方は、
　　　５月診療分から２割負担
　　※誕生日が各月の１日の方は、その月の診療分から
　　　２割負担となります。

※一定以上の収入と判断されない限り、75歳到達までは
　特例措置が継続され１割負担のままとなります。

注意点

国保に加入されている方には、高齢受給者証を誕生月の月末までに送付します。
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【
山
北
連
合
自
治
会
】

（
写
真
）
会　
長　
清
水　
隆

 

副
会
長　
玉
置　
郁
夫

 

副
会
長　
渡
邉　
晃
汎

【
岸
連
合
自
治
会
】

（
写
真
）
会　
長　
佐
藤　
昭
七

 

副
会
長　
川
口　
満

 

副
会
長　
深
野　
哲

【
向
原
連
合
自
治
会
】

（
写
真
）
会　
長　
髙
杉　
光
男

 
副
会
長　
一
石　
健
二

 

副
会
長　
荻
野　
勝
明

【
共
和
連
合
自
治
会
】

（
写
真
）
会　
長　
杉
本　
君
雄

 

副
会
長　
山
﨑　
幸
與

 

副
会
長　
井
上　
正
文

【
清
水
連
合
自
治
会
】

（
写
真
）
会　
長　
細
谷　
幸
範

 

副
会
長　
尾
﨑　
政
男

【
三
保
連
合
自
治
会
】

（
写
真
）
会　
長　
細
川　
裕
己

 

副
会
長　
佐
藤　
勉

【
各
自
治
会
長
】

　
山
北
地
区

　
　
平
山　
　
　
小
瀨　
公
雄

　
　
台　
　
　
　
茂
川　
幸
三

　
　
萩
原　
　
　
山
﨑　
誠
一

　
　
萩
原
下　
　
中
川　
孝
男

　
　
馬
場　
　
　
谷
川　
朋
之

　
　
田
中　
　
　
瀬
戸　
孝
夫

　
　
鶴
野　
　
　
尾
形　
三
男

　
　
上
清
水　
　
佐
野　
益
久

　
　
中
下
清
水　
仁
村　
孝
也

　
　
堂
山　
　
　
和
田　
照
治

　
　
田
屋
敷　
　
髙
橋　
宗
雄

　
　
万
随　
　
　
小
野　
豊

　
　
根
下　
　
　
川
﨑　
晃

　
　
城
山　
　
　
瀬
戸　
達
夫

　
　
宮
地　
　
　
瀬
戸　
仁
一

　
　
仁
道　
　
　
津
田　
将
美

　
　
怒
杭
文
化　
杉
本　
𠮷
郎

　
岸
地
区

　
　
越
地　
　
　
野
地　
文
男

　
　
宿　
　
　
　
髙
橋　
文
夫

　
　
斑
目　
　
　
西
見

　
　
南
原　
　
　
貞
松　
正
利

　
　
湯
坂　
　
　
武
井　
正
人

　
　
原
耕
地　
　
峯
田　
寛

　
向
原
地
区

　
　
尺
里
西　
　
内
田　
耕
三

　
　
尺
里
中　
　
内
田　
　
之

　
　
尺
里
東　
　
髙
橋　
克
行

　
　
高
松　
　
　
飯
田　
幸
春

　
　
上
本
村　
　
荻
野　
清
一

　
　
下
本
村　
　
　
野　
孝
之

　
　
本
村
東　
　
新
井　
良
雄

　
　
村
雨　
　
　
石
田　
常

　
　
山
下　
　
　
岩
本
智
賀
志

　
　
前
耕
地　
　
平
田　
隆
夫

　
　
水
上　
　
　
中
澤　
隆
一

　
共
和
地
区

　
　
共
和
東　
　
井
上　
正
文

　
　
共
和
西　
　
岩
本　
公
治

　
清
水
地
区

　
　
嵐　
　
　
　
籔
田
美
紀
夫

　
　
大
蔵
野　
　
山
崎　
政
司

　
　
湯
触　
　
　
山
﨑　
和

　
　
山
市
場　
　
加
藤
金
次
郎

　
　
湯
本
平　
　
小
笹　
裕

　
　
川
西
平
山　
小
栗　
直
治

　
　
神
縄　
　
　
山
崎　
佐
俊

　
　
峰
下　
　
　
籔
田　
正
文

　
　
谷
ケ　
　
　
武
尾　
文
雄

　
　
峰
塩
沢　
　
細
谷　
英
雄

　
　
谷
戸
諸
渕　
佐
藤　
信
雄

　
　
透
間　
　
　
山
崎　
通
雄

　
三
保
地
区

　
　
浅
瀬　
　
　
湯
山　
栄

　
　
玄
倉　
　
　
佐
藤　
勉

　
　
箒
沢　
　
　
佐
藤　
素
史

　
　
畑　
　
　
　
湯
川　
晴
道

　
　
焼
大　
　
　
岡
部　
修

　
　
尾
崎　
　
　
伊
倉　
良
男

よろしくお願いします
平成26年度の自治会役員を紹介します　（敬称略）

自
治
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　
自
治
会
で
は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
と
の
交
流
や
、
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　
防
災
や
防
犯
な
ど
地
域
の

安
全
を
守
る
た
め
や
、
環
境

の
よ
い
地
域
を
つ
く
っ
て
い

く
た
め
に
、
自
治
会
に
加
入

し
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

　
企
画
財
政
課
企
画
班

　
（
電
話
）
７
５

－

３
６
５
２
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ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
「
空
メ
ー

ル
送
信
先
」
に
宛
先
、
件
名
を
入
力
し
て
空
メ
ー

ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み

取
り
機
能
」
が
あ
る
場
合
は
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
、
表
示
さ
れ
た
宛
先
に
空
メ
ー

ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
送
信
後
、
登
録
案
内
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
て

き
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
指

示
に
従
っ
て
詳
細
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※

迷
惑
メ
ー
ル
防
止
等
の
受
信
拒
否
設
定
を
し
て
い

る
場
合
は
、
登
録
メ
ー
ル
が
返
信
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
定
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

（
変
更
方
法
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
携
帯
電
話

機
の
販
売
店
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

※

４
月
１
日
か
ら
山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
の
シ
ス

テ
ム
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
ｄｏｃｏ

ｍｏ
、ａｕ
、ｓｏ
ｆ
ｔ
ｂａｎ
ｋ
で
共
通
の
も
の
と
な

り
ま
し
た
。（
登
録
方
法
・
送
信
内
容
に
つ
い
て
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

（
電
話
）
７
５

－

３
６
４
３

山
北
町

　
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

配 

信
　し
て
い
ま
す

空メール
送 信 先

写真は、平成２６年消防出初式の様子

消
防
団
新
幹
部
紹
介

　
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
山
北
町
消
防
団
の
、

平
成
26
年
度
の
幹
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

｠

団
長　
　
　
　
小
澤　
彰
夫
（
萩
原
下
）

副
団
長　
　
　
佐
藤　
光
重
（
箒
沢
）

　
　
　
　
　
　
瀬
戸　
　
茂
（
田
中
）

分
団
長

　
第
１
分
団　
籔
田　
澄
雄
（
田
中
）

　
第
２
分
団　
露
木　
隆
丸
（
田
中
）

　
第
３
分
団　
池
谷　
晃
由
（
城
山
）

　
第
４
分
団　
深
野　
喜
章
（
湯
坂
）

　
第
５
分
団　
佐
藤　
俊
次
（
水
上
）

　
第
６
分
団　
杉
山　
昭
二
（
平
山
）

　
第
７
分
団　
浜
田　
登
志
郎
（
深
沢
）

　
第
８
分
団　
矢
吹　
高
広
（
谷
ヶ
）

　
第
９
分
団　
池
谷　
公
治
（
透
間
）

　
第
10
分
団　
山
崎　
教
夫
（
大
蔵
野
）

　
第
11
分
団　
高
橋　
佳
信
（
山
市
場
）

　
第
12
分
団　
山
口　
徳
一
（
尾
崎
）

　
第
14
分
団　
湯
川　
　
貴
（
畑
）

　
第
15
分
団　
井
澤　
秀
勝
（
玄
倉
）

　
な
お
、
退
団
さ
れ
た
幹
部
の
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
第
１
分
団　
　
茂
川　
幸
三
（
台
）

　
第
３
分
団　
　
杉
崎　
一
良
（
堂
山
）

　
第
７
分
団　
　
渡
辺　
喜
容
（
深
沢
）

　
第
８
分
団　
　
武
尾　
典
幸
（
谷
ケ
）

　
第
10
分
団　
　
山
崎　
誠
一
（
大
蔵
野
）

　
第
14
分
団　
　
芳
賀　
信
一
（
畑
）

消
防
団
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
３
月
28
日
、
海
老
名
市
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
で
、
平
成
25
年
度
神
奈
川
県
消
防
功
労
者

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

｠

神
奈
川
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

　
功
績
章

　
・
第
２
分
団　
分
団
長　
　
露
木　
隆
丸

　
・
第
14
分
団　
分
団
長　
　
芳
賀　
信
一

　
勤
続
章
（
20
年
）

　
・
第
14
分
団　
副
分
団
長　
湯
川　
貴

　
・
第
14
分
団　
団　
員　
　
湯
川　
浩
一

　
　
　
　

※

階
級
に
つ
い
て
は
表
彰
時
の
階
級
で
す

｠

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５

－

３
６
４
３

宛　先
cfm@io.dataeast.jp

件　名
t-yamakita

ＱＲコード

（docomo、au、softbank 共通）
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現
在
、
老
朽
化
の
著
し
い
小
田
原
市
斎
場

に
つ
い
て
、
２
市
５
町
（
小
田
原
市
、
南
足

柄
市
、
大
井
町
、
松
田
町
、
山
北
町
、
開
成

町
、
箱
根
町
）
で
設
立
し
た
小
田
原
市
斎
場

事
務
広
域
化
協
議
会
が
、
建
替
え
に
向
け
た

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
平
成
24
年
度
に

は
、小
田
原
市
が
事
業
主
体
と
な
り
、
現
斎

場
を
稼
働
さ
せ
な
が
ら
同
一
敷
地
内
で
小
田

原
市
斎
場
と
し
て
建
て
替
え
る
こ
と
を
決
定

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
に
は
、
各
種
の
基
礎

調
査
を
実
施
し
、
新
斎
場
に
つ
い
て
次
の
３

点
を
決
定
し
ま
し
た
。

１　
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

　
利
用
者
の
心
情
や
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る

と
と
も
に
、
高
度
な
火
葬
技
術
を
持
つ
機
能

的
な
施
設
と
す
る
こ
と
等
を
計
画
上
の
基
本

方
針
と
し
ま
し
た
。

２　
火
葬
炉
数

　
人
口
推
計
や
現
斎
場
の
利
用
率
等
に
基
づ

き
検
討
し
た
結
果
、
将
来
的
な
火
葬
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
火
葬
炉
を
９
基
整
備
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。（
現
在
６
基
）

３　
事
業
手
法

　
事
業
の
安
定
性
や
継
続
性
、
事
業
者
選
定

に
お
け
る
透
明
性
や
公
平
性
の
向
上
、
そ
し

て
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
が
見
込
め

る
こ
と
か
ら
、
最
適
な
事
業
手
法
と
し
て

P
F
I※

１（
Ｂ
Ｔ
Ｏ※

２
）を
選
定
し
ま
し
た
。

※

１　
P
F
I
：
公
共
施
設
等
の
設
計
・
建
設
・
維
持

管
理
運
営
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
民
間
の
資
金
、経

営
能
力
及
び
技
術
的
能
力
を
活
用
し
て
行
う
手
法
。

「Private Finance Initiative

」の
略
。

※

２　
Ｂ
Ｔ
Ｏ
：
P
F
I
の
方
式
の
１
つ
。民
間
が
公

共
施
設
等
を
整
備
し
た
後
、施
設
の
所
有
権
を
公
共

に
移
転
し
た
上
で
、民
間
が
施
設
の
維
持
管
理
運
営

を
行
う
。「Build Transfer O

perate

」の
略
。

｠　
今
年
度
中
に
、
P
F
I
事
業
者
の
選
定
に
向
け

て
取
り
組
み
、
平
成
30
年
４
月
１
日
の
供
用
開
始

を
め
ざ
し
ま
す
。

｠

【
問
合
せ
】

　
小
田
原
市
斎
場
事
務
広
域
化
協
議
会
事
務
局　

　
（
小
田
原
市
環
境
政
策
課
内
）

（
電
話
）
３
３

－

１
４
２
２

　

平
成
27
年
４
月
１
日
に
創
設
す
る
山
北
町
統
合

小
学
校
の
校
名
に
つ
い
て
、
連
合
自
治
会
長
、
小

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
者
、
小
中
学
校
の
校
長
・
教

頭
か
ら
な
る
委
員
で
構
成
さ
れ
た
校
名
選
定
委
員

会
に
お
い
て
、
全
世
帯
に
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
町
民
の
方
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
議

論
を
重
ね
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
校
名
選
定
委
員
会
で
は
、「
山
北
町
立
統
合
小
学

校
の
校
名
に
関
す
る
意
見
書
」
と
し
て
３
つ
の
校

名
の
候
補（
山
北
小
学
校
・
川
村
小
学
校
・
河
村
小

学
校
）
を
報
告
し
、
町
長
が
最
終
決
定
を
し
ま
し

た
。そ
の
結
果「
川
村
小
学
校
」に
決
定
し
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
町
内
の
小
学
校
は
、
川
村
小
学
校
と

三
保
小
学
校
の
２
校
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課
教
育
班

（
電
話
）
７
５

－

３
６
４
８

優　勝

準優勝
３　位

山北町役場・
山北倶楽部
サーティースリー
山北体協Ｖ

男子の部
優　勝
準優勝
３　位

山北あざみ
岸クラブ
清水

女子の部

女子の部優勝
山北あざみチーム

男子の部優勝
山北町役場・山北倶楽部チーム

町
バ
レ
ー
祭
を
開
催
！！

　
３
月
２
日（
日
）、第
35
回
山
北
町
バ

レ
ー
祭
が
山
北
中
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
町
内
で
活
動
し
て
い
る
男
子
４

チ
ー
ム
と
女
子
５
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
各
チ
ー
ム
共
に
日
頃
の
練
習
の
成
果

が
発
揮
さ
れ
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

小
田
原
市
斎
場
の

　
　
　
整
備
に
つ
い
て

統
合
小
学
校
の
校
名
は「
川
村
小
学
校
」に
決
定
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子
育
ていい

ね
！

子
育
て
っ
て

お
父
さ
ん　
鈴
木　
修
司
さ
ん

お
母
さ
ん 

紀
子
さ
ん

 

寛
奈
ち
ゃ
ん

 

翔
大
く
ん

お
じ
い
さ
ん　
　
　
幸
三
さ
ん

か
ん
な

し
ょ
う
た

３
歳

１
歳

鈴木さん
ご家族
＜宮地＞

て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、自
治
会
役
員
の
引
き

受
け
手
が
い
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

自
治
会
役
員
の
役
務
を
遂
行
す
る
こ
と
は
決

し
て
楽
で
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。し

か
し
、自
治
会
活
動
の
必
要
性
か
ら
し
て
、誰

か
が
地
域
住
民
の
声
を
、地
域
の
声
と
し
て
ま

と
め
て
届
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。地
域
住
民
の
声
が
、地
域
を
発
展
さ
せ
、

町
を
動
か
し
て
い
く
原
動
力
で
あ
る
な
ら
ば
、

役
員
は
血
流
を
促
す
心
臓
と
言
っ
て
も
良
い
で

し
ょ
う
。そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
た

だ
き
、主
役
は
地
域
住
民
、そ
の
ま
と
め
役
と

し
て
の
積
極
的
な
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」

　

自
治
会
や
連
合
自
治
会
の
あ
る
べ
き
姿
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

「
地
域
に
は
様
々
な
方
が
住
ん
で
い
る
中
で
、

お
互
い
に
相
手
を
尊
敬
し
、
話
し
合
い
の
中

か
ら
地
域
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
見
い
出
し

て
い
く
、
い
き
い
き
と
し
て
い
る
地
域
と
い

う
の
が
理
想
で
す
ね
。
普
段
か
ら
自
然
に
あ

い
さ
つ
や
会
話
が
交
わ
さ
れ
、
楽
し
そ
う
な

姿
が
地
域
の
様
々
な
場
所
で
見
ら
れ
る
と
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。」

　

連
合
自
治
会
長
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
お
考
え
で
す
か
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
町
と
の
関
わ
り
方
に
お
い

て
は
、依
存
型
か
ら
能
動
型
へ
と
舵
を
き
っ
て
、

自
治
会
が
核
と
な
る
新
し
い
動
き
を
起
こ
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
単
一
自
治
会
で

も
連
合
で
も
、町
と
相
談
す
べ
き
課
題
が
生
じ

た
場
合
は
、町
と
直
接
議
論
が
で
き
る
場
を
求

め
て
、役
員
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ッ
プ
と
や

り
が
い
を
持
て
る
形
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、「
一
緒
に
学
ぶ
場
」、「
一
緒
に
活
動

す
る
場
」づ
く
り
を
し
て
、全
自
治
会
を
巻
き

込
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。「
で
き
な
い
」の
で
は
な
く
、「
ど
う

し
た
ら
で
き
る
の
か
」と
い
う
方
向
で
皆
さ
ん

と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。」

　

寛
奈
は
、
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
言
葉

が
増
え
、
幼
稚
園
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
覚
え

た
歌
を
披
露
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
雑
誌
を
見
な
が
ら
、「
こ
れ
と
か
、か
わ

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
一
人
前
の
こ
と
を
言

っ
て
、
私
た
ち
を
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。
お

手
伝
い
も
好
き
で
、
食
器
を
運
ん
で
く
れ
た

り
、
弟
の
面
倒
を
み
て
く
れ
た
り
、

小
さ
い
な
が
ら
も
と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
。

　

翔
大
は
い
た
ず
ら
大
好
き
で
す
。

静
か
に
し
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
小
さ
な
お
も
ち

ゃ
を
詰
め
込
ん
だ
り
、
ボ
デ
ィ
ク
リ

ー
ム
を
窓
や
ソ
フ
ァ
に
塗
り
た
く
っ

た
り…

寛
奈
は
あ
ま
り
い
た
ず
ら
を

し
な
い
子
だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
シ

ョ
ッ
ク
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ

て
き
て
、
大
抵
の
こ
と
は
「
ま
た
か

〜
」
く
ら
い
に
思
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
喧
嘩
や
物
の
取
り
合
い

は
絶
え
ま
せ
ん
が
、
二
人
で
仲
良
く

遊
ぶ
姿
や
、
寛
奈
が
よ
ち
よ
ち
歩
く

翔
大
の
手
を
つ
な
い
で
二
人
で
並
ん

で
歩
く
姿
を
見
る
と
、
と
て
も
微
笑

ま
し
い
で
す
。

　

５
月
に
は
新
し
い
家
族
が
誕
生
し

ま
す
。
寛
奈
は
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が

少
し
は
わ
か
る
よ
う
で
、
時
々
お
な
か
に
話

し
か
け
て
く
れ
ま
す
。
一
方
、
ま
だ
よ
く
わ

か
っ
て
い
な
い
翔
大
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
ど
ん

な
反
応
を
す
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
紀
子
さ
ん
）

　

高
杉
光
男
さ
ん
は
、
昨
年
４
月
か
ら
向
原

連
合
自
治
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
山
北
町
第
５
次

総
合
計
画
で
は
、
地
域
や
町
民
が
主
役
と
な

っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
基
礎
と

な
る
自
治
会
の
取
り
ま
と
め
と
し
て
連
合
自

治
会
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
か

ら
６
回
に
わ
た
り
、
町
内
の
６
連
合
自
治
会

長
に
お
話
を
伺
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
や
連
合
自
治
会
が
抱

え
て
い
る
課
題
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

「
近
年
は
、
ど
の
自
治
会
に
お
い
て
も
地
域

の
行
事
や
活
動
へ
の
参
加
が
消
極
的
に
な
っ

て
き
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
活
動
の
マ
ン
ネ

リ
化
や
面
白
み
に
欠
け
る
と
い
う
こ
と
も
事

実
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
限
ら
れ
た
予
算
で

計
画
さ
れ
て
い
る
中
で
は
、
少
し
で
も
参
加

意
欲
を
高
め
る
工
夫
や
住
民
の
考
え
方
の
把

握
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お
互
い

普
段
の
会
話
に
遠
慮
が
あ
っ
た
り
、
井
戸
端

会
議
の
よ
う
な
風
景
を
見
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
た
り
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

家
の
中
に
引
き
こ
も
ら
ず
、
に
ぎ
や
か
な
声

が
響
き
わ
た
る
地
域
の
再
生
が
必
要
と
考
え

町
の
人高

杉　
光
男
さ
ん　

（
向
原
連
合
自
治
会
長
、山
北
町
連
合
自
治
会
長
会
会
長
）
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２
月
23
日（
日
）、
第
68
回
足
柄
上
地
区
一
周

駅
伝
競
走
大
会
が
足
柄
上
合
同
庁
舎
を
発
着
点

と
し
て
開
催
さ
れ
、
上
地
区
一
周
総
距
離
45
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
７
区
間
で
争
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
足
柄
上
地
区
１
市
５
町
の
代
表

チ
ー
ム
の
ほ
か
、
オ
ー
プ
ン
参
加
チ
ー
ム
な
ど

計
13
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

山
北
町
は
オ
ー
プ
ン
参
加
チ
ー
ム
も
含
め
２

チ
ー
ム
出
場
し
、
総
合
成
績
で
８
位
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
大
会
で
森
山
賢
一
さ
ん
が
通
算
10

回
出
場
を
果
た
し
、
そ
の
努
力
と
健
闘
が
称
え

ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

足
柄
上
地
区
一
周
駅
伝
競
走
大
会

　

３
月
16
日（
日
）、
山
北
町
内
一
周
駅

伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
、
町
内
各
ブ
ロ
ッ
ク
５
チ

ー
ム
と
、
オ
ー
プ
ン
参
加
と
し
て
山
北

高
校
か
ら
４
チ
ー
ム
、
三
菱
瓦
斯
化
学

㈱
、
や
ま
り
く
が
出
場
し
、
全
11
チ
ー

ム
が
町
内
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
中
盤
か
ら
向
原
チ
ー
ム
が

首
位
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
ま
で

た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
２
大
会
ぶ
り
に
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
59
回
山
北
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

　
丸
山
山
頂
見
学
会
に
参
加
し
て

｠　

２
月
28
日
は
、「
丸
山
山
頂
見
学
会
」
で

し
た
。
午
前
10
時
か
ら
の
開
会
式
で
は
、
町

よ
り
丸
山
開
発
か
ら
企
業
誘
致
に
至
る
経
緯

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
の
参
加
者
は
１

８
０
名
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
天
候
も
前
日
の
雨
天
と
一
変
し
、
見
学
を

し
て
い
る
頃
に
は
富
士
山
が
雲
間
か
ら
顔
を

出
し
、
ま
る
で
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。　

　

参
加
者
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
多
く
は
町
内

の
方
で
し
た
が
、
南
足
柄
市
の
方
も
多
く
来

ら
れ
、
特
に
怒
田
、
福
沢
地
区
の
方
々
は
山

頂
か
ら
の
眺
望
を
楽
し
ん
で
い
ら
れ
ま
し
た
。

バ
ッ
ク
に
は
富
士
山
や
浅
間
山
、
東
名
高
速

道
路
、
眼
下
に
は
山
北
方
面
や
岸
方
面
、
遠

望
す
る
と
南
足
柄
市
や
相
模
湾
と
、
ま
さ
に

絶
景
の
丸
山
山
頂
で
し
た
。
見
学
会
に
感

謝
！　
　
　
　
　
　
　

 （
中
村　
義
治
さ
ん
）

　
み
つ
ま
た
記
念
植
樹

｠　
３
月
４
日
は「
ミ  

フ
ォ
〜
」と
言
う
こ
と

で
三
保
の
日
で
す
。
み
つ
ま
た
に
よ
る
地
域

づ
く
り
委
員
会
発
足
以
来
、
５
回
目
の
植
樹

祭
と
な
り
ま
し
た
。
三
保
小
学
校
の
６
年
生

に
よ
る
卒
業
記
念
植
樹
で
す
。
５
年
前
の
卒

業
生
は
、
も
う
高
校
１
年
生…

感
慨
深
い
で

す
。
　

観
光
資
源
に
と
始
ま
っ
た
委
員
会
で
す
が
、

み
つ
ま
た
が
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中

に
、
故
郷
の
想
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
と
し
て
残

る
と
思
う
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

（
佐
藤　
直
美
さ
ん
）

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が

　
　
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

優　勝
準優勝
３　位

向原
岸

山北第3

1時間17分50秒
1時間19分14秒
1時間24分24秒

優勝した向原チーム 山北町チームのメンバー



　
健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上
の
問
題
で
日

常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で

き
る
期
間
こ
と
で
す
。

　
神
奈
川
県
で
は
高
齢
化
が
急
速
に
進
む

こ
と
か
ら
、
平
均
寿
命
が
延
び
た
分
、
健

康
寿
命
も
延
ば
そ
う
！
と
い
う
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
健
康
で
生

き
生
き
と
し
た
自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
や

社
会
全
体
の
取
り
組
み
を
掲
げ
た
「
か
な

が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21（
第
２
次
）」
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
の
ま
ま
で
は
医
療
や
介
護
を
は
じ

め
、
社
会
シ
ス
テ
ム
が
持
ち
こ
た
え
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
今
、
病
気
の
予

防
・
治
療
だ
け
で
な
く
、
心
身
の
状
態
を

整
え
改
善
す
る
「
未
病
を
治
す
」
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
食
や
運
動
、
社
会
参
加
な
ど
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
見
直
し
に

よ
り
、
人
々
の

健
康
を
維
持
し
、

よ
り
良
い
状
態

に
し
て
い
こ
う

と
す
る
も
の
で

す
。

　
町
で
も
少
子
高
齢
化
問
題
を
考
え
、
平

成
23
年
度
に
町
独
自
の
計
画
を
策
定
し
て

い
ま
す
。
町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
的
な

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
て
「
健
康
町
民
の

町
」
を
め
ざ
し
、
健
康
づ
く
り
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

　
基
本
理
念

◎
す
べ
て
の
町
民
が
す
こ
や
か
に
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
支

え
あ
う
町
を
め
ざ
し
ま
す
。

◎
す
べ
て
の
町
民
が
、
食
を
通
し
て
、
健

康
で
心
身
共
に
豊
か
な

　
人
間
性
を
は
ぐ

　
く
む
町
を
め
ざ

　
し
ま
す
。

　
「
身
体
活
動
・
運
動
」、「
休
養
・
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
」、「
た
ば
こ
」、「
ア
ル
コ
ー

ル
」、「
歯
の
健
康
」、「
健
康
管
理
」
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
健
康
レ
ポ
ー

ト
で
は
、こ
れ
ら
の
６
分
野
に
加
え
、
か
な

が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21（
第
２
次
）の
中
か
ら

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
掲
載
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が「
健

康
町
民
の
町
」「
健
康
寿
命
日
本
一
」の
実

現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
（
電
話
）
75

－

０
８
２
２
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第25号健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
、い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
！

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

4
月
16
日（
水
）  

レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー

・
女
性
入
場
者
に
粗
品
進
呈

4
月
26
日（
土
）  

風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、

　
当
日
利
用
券
を
購
入
し
入
場
さ

れ
た
方
全
員
に
、次
回
平
日
ご
利

用
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
町
Ｈ
Ｐ

　
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

神奈川県の健康寿命
　男性　70.90年（全国第12位）
　女性　74.36年（全国第13位）

神奈川県の平均寿命
　男性　80.12年
　女性　86.64年

か
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21（
第
２
次
）

〜「
健
康
寿
命
日
本
一
」を
め
ざ
し
て
〜

山
北
町
健
康
増
進
計
画
・

　
　
　
　
　
食
育
推
進
計
画

山
北
町
の
高
齢
化
予
測

健
康
増
進
計
画
の
６
つ
の
柱

差は10年！

50％

40％

30％

20％

10％

0％
平成24年 平成40年

（予測）

10％増加

65歳以上の割合



生涯学習センターオープン寄席
を開催します！
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心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは生涯学習センター事務室Tel（75）3131までどうぞ！

整理券の配布方法
生涯学習センター、清水・三保支所に
て申込みと同時に整理券を配布していま
す。（お１人様３枚まで）定員になりしだ
い締め切りとさせていただきます。

三遊亭好楽

　４月１日（火）から中央公民館は、多様化するニーズに応じて幅
広い用途で利用できる「生涯学習センター」に変わりました。
　※詳細は生涯学習センターにお問い合わせいただくか、町ホーム
　　ページをご覧ください。

　これを記念して、笑点でおなじみの三遊亭　好楽さんなどをお招
きして、『生涯学習センターオープン寄席』を開催します。皆様、お
誘いあわせのうえ、ぜひお越しください。

編集発行／山北町立生涯学習センター　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4
☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

1№生涯学習センター通信

出　演　三遊亭　好楽（笑点出演中）
　　　　三遊亭　王楽・林家　あずみ　他
日　時　４月２７日（日）14：00開演（13：30開場）
場　所　１階　多目的ホール
定　員　４０８名（要整理券・無料）   

＊4月4日（金）９：００から申し込みの受付をします。＊4月4日（金）９：００から申し込みの受付をします。

ジュニアコーラス ～歌とふれあい、楽しく歌います～
４月の予定＝ １２日（土）・１９日（土）・２６日（土）
 １０：００～１１：３０
５月の予定＝ １０日（土）・１７日（土）・２４日（土）・３１日（土）
 １０：００～１１：３０
※６月以降の日程、その他詳細については生涯学習センターへお問い合わせください。
対　象　幼児から（申し込みは随時受け付けいたします。）
講　師　山崎　美恵子さん　　　参加費　無料
場　所　３階　視聴覚ホール



　３月１６日（日）に「第13回ジュニアコーラスミニコンサート」を開催しました。
　新しい春を予感させる暖かい日差しの中、子ども達の元気な歌声が会場中に響き渡りました。

第13回ジュニアコーラスミニコンサートを開催しました！
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前回のイベントから

ロビー展示のお知らせ

　県西地域県政総合センター森林部森林保
全課の職員の方々を講師にお招きして「し
いたけのほだ木作り教室」を開催しました。
　電動ドリルや木槌などを使い、100本の
原木に3,000駒ものしいたけの種駒を打ち
込みました。

しいたけのほだ木作り教室【３月１日（土）】

　２月１日（土）から９日（日）まで、山北町中央公民館まつりを開催しました。２日（日）の芸能発表会や９日（日）
の公民館コンサートなど、期間中は思わぬ大雪の日もありましたが、たくさんの方々にお越しいただきました。

山北町中央公民館まつりを開催しました！

教室・サークル作品展示発表会 公民館コンサート

昨年の様子

芸能発表会 冬のおはなし会スペシャル

　１階ロビーにて、「つるし雛」の展示をしておりますので、ぜひご覧ください。なお、展示している「つるし
雛」は山北婦人会の方々を講師にお招きして開催した「つるし雛作り教室」で作成したものです。

桃の節句～つるし雛飾り～【展示期間は４月８日（火）まで】
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※生涯学習センター（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。

生涯学習センターでは、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。

以上のことに取り組んでいます。
皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

限られた資源を
大切にしましょう

日
4
11
18
25

月
5
12
19
26

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金 土
4月

2
9
16
23
30

3
10
17
24

日
2
9
16
23
30

月
3
10
17
24
31

火

4
11
18
25

水

5
12
19
26

木

6
13
20
27

金 土
5月

7
14
21
28

1
8
15
22
29

＊都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

場　　所 対象催　し　物　名 主催者 ・ 問合せ開始時刻４月
図 書 室
１ 階 ロ ビ ー

多目的ホール

視聴覚ホール

多目的ホール

視聴覚ホール
図 書 室
視聴覚ホール
多目的ホール

図 書 室
視聴覚ホール

自 由
自 由

申込者

申込者

申込者

申込者
自 由
申込者
申込者

自 由
申込者

おはなし会
山北町写真同好会 写真展（～22日）
ジャズ体操サークル「スマイリーキッズ」
サークル体験教室①
ジュニアコーラス
ジャズ体操サークル「スマイリーキッズ」
サークル体験教室②
ジュニアコーラス
おはなし会
ジュニアコーラス
生涯学習センターオープン寄席

おはなし会
ジュニアコーラス

生涯学習センター
関　　昭男 TEL.（75）1448

生涯学習センター

生涯学習センター

生涯学習センター

生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター

生涯学習センター
生涯学習センター

１０：３０
１３：００
１８：００
１９：００
１０：００
１８：００
１９：００
１０：００
１０：３０
１０：００
１４：００

　
１０：３０
１０：００

土
水

金

土

金

土

土
日

土
土

5
9

11

12

18

19

26
27

3
10

場　　所 開始時刻 対象5月（前半） 催　し　物　名 主催者 ・ 問合せ

足柄の源流を拓く会写真展
【２月１３日（木）～２３日（日）】

カナガワビエンナーレ国際児童画展
【３月７日（金）～１４日（金）】

開催しました
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図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内
利用時間は、９：００～１８：００です。
（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
休館日の図書の返却は、生涯学習センター入口横の図書返却ポストをご利用ください。
（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
アドレスは、パソコン用　ｈｔｔｐ：//ｙａｍａｋｉｔａ-ｌｉｂ．ｊｐ/
　　　　　　携帯電話用　ｈｔｔｐｓ：//ｉｌｉｓｏｄ００１．ａｐｓｅｌ．ｊｐ/ｙａｍａｋｉｔａ-ｌｉｂ/ｗｏｐｃ/ｐｃ/ｍＳｒｖ？ｄｓｐ＝ＴＰ

携帯サイトの
案内はこちら

　２月20日（木）に、わ
かば保育園・向原保育
園で行いました。みん
な大きな声で笑ったり、
真剣に見入ったり…。
　楽しみながらおはな
しを聞いてくれました！

出前おはなし会に行ってきました！

●日　程・内　容
①　４月　５日（土）
　絵本「わたしのワンピース」ほか
　（おはなしボランティア「ゆめ」）
②　４月１９日（土）
　大型絵本「ちびゴリラのちびちび」ほか
　（おはなしボランティア「クローバー」）
③　５月　３日（土）
　大型絵本「なにをたべてきたの 」ほか
　 （おはなしボランティア「クローバー」）
●時　間　10：30～11：00
　※時間が変わりました！ご注意ください。
●場　所　親子室（図書室内）
　今年度も楽しいおはなしを用意してお待ちし
ています。ぜひお越しください！

☆ 今月の新着本案内 ☆
◆ 一 般 書

書　　　名 著  者  名　等
穴
首折り男のための協奏曲
血の扇
いくつになっても
連写

ほか

小山田　浩　子
伊　坂　幸太郎
上 田 秀 人
渡 辺 淳 一
今 野 　 敏

ほか

◆ 児 童 書
書　　　名 著  者  名　等

パピプペポーおんがくかい
あたらしい子がきて
にひきのよくばりこぐま
しんせつなともだち
つぎのかたどうぞ

か　こ　さとし
岩 瀬 成 子
坂 口 知 香
村 山 知 義
飯 野 和 好

◆ ＤＶＤ
タイトル

天地明察
BRAVE HEARTS 海猿
アベンジャーズ
ロラックスおじさんの秘密の種
仮面ライダーフォーゼ
パシフィック・リム
舟を編む
ワンピースエピソードオブチョッパー

図書館戦争
のぼうの城
カンフー・パンダ２
日本の昔ばなし１
日本の昔ばなし２
鉄道ものしり図鑑JR編
鉄道ものしり図鑑私鉄編

４月２３日は「こども読書の日」です！！４月２３日は「こども読書の日」です！！
　図書室では、『こどもの読書週
間』にあわせて、「ともだち」をテー
マにおすすめ本の展示を行います。
標語〈いつもいっしょ、本といっしょ〉



山北
三保　

6.3℃
2.7℃

（3.8℃）
（3.5℃）

２月の平均気温

町の人口と世帯 （3月1日 現在）
（　）内は前月比

5,584人　
5,894人　
11,478人　
4,265世帯

（－　9人）
（－　1人）
（－10人）
（17世帯）

男
女
計

世帯数

※（　）内は平成25年の数値　　山北の気温は昨年10月より役場庁舎での測定値に変更

２月の降雨量
山北
三保　

145mm（126mm）
131mm（ 73mm）
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ふるさと応援寄附金として
　日吉　智之　様　　　　　10,000円
　川崎市　石川　学　様　　10,000円
水源地域の環境保全対策
　　（ふるさと応援寄附金）として
　千葉県君津市　匿名希望　10,000円　　

４／　３　　保育園入園式
　　　５　　ソーラン山北よさこい
　　　　　　　　フェスティバル2014
　　　７　　山北中学校開校式
　　　　　　小・中学校入学式
　　　８　　幼稚園入園式
　　２７　　生涯学習センターオープン寄席
　　２９　　大野山開き

４／　３　　保育園入園式
　　　５　　ソーラン山北よさこい
　　　　　　　　フェスティバル2014
　　　７　　山北中学校開校式
　　　　　　小・中学校入学式
　　　８　　幼稚園入園式
　　２７　　生涯学習センターオープン寄席
　　２９　　大野山開き

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

※今回の掲載分は、平成２６年２月１６日から平成２６年３月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

2月1日から2月28日まで（小田原市消防本部）町内の災害等出動状況
火災 １件 救急 45件 救助 ５件

樽
底
に
残
る
漬
物
春
近
し　
　
　
　
　
　
　

武　

尾　

て
る
子

（
評
）
丹
精
込
め
樽
い
っ
ぱ
い
に
作
っ
た
漬
物
。
そ
の
漬
物
の

材
料
も
き
っ
と
自
家
製
の
も
の
と
思
う
。
手
塩
に
か
け
時
間
を

か
け
、
美
味
だ
っ
た
漬
物
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
作
っ
た
人
、
食
べ
た
人
、
そ
の
家
族
の
息
災
も
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
出
来
、
な
ん
と
も
心
温
ま
る
句
と
な
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城　山　山　崎　蒼　斗（男）康　弘・瑞　紀

湯　坂　中戸川　ヒナタ（女）雄　司・宗　子

原耕地　渡　辺　朝　陽（男）秀　之・絵美子

尺里東　青　木　冴　虎（男）　武　・啓　子

下本村　荻　野　璃　央（女）康　晃・汐　梨

尾　崎　石　田　智　子（女）勝　也・まり子

村　雨　　曽　我　一　雄（男）８７歳　本　人
前耕地　　瀬　戸　謙　二（男）８２歳　　〃　
　畑　　　岩　本　モ　ト（女）９５歳　　〃　
玄　倉　　山　口　敎　司（男）８０歳　　〃　
萩　原　　笹　原　一　恵（女）４７歳　鎭　一
湯　坂　　尾　﨑　ハル子（女）９０歳　好
原耕地　　須　藤　ふ　み（女）９２歳　和　彦
皆瀬川　　瀨　戸　久　子（女）９４歳　政　市
谷　ケ　　武　尾　啓　子（女）７１歳　榮　雄
　畑　　　細　川　マサ子（女）８３歳　逸　夫
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2013年山北の観光写真コンクール
　２０１３年「山北の観光写真コンクール」の審査が行われ、
応募者３8名、応募作品１７８点の中より、１０点の入賞作
品が決定しました。
　作品は、平成２５年１月１日から平成２５年１２月３１日まで
の１年間に、山北町における風景、史跡、行事等を対象
に撮影されたもので、入賞作品は町の観光やＰＲに広く活
用されます。
　なお、入選作品は、３月２３日から４月６日まで健康福祉
センターにて展示され、３月３０日（日）には入選者の表
彰式が行われました。

【特選】　優勝めざして
　　　　清水　進（海老名市）

【特選】　茶畑と富士山
　　　　青木　房雄（秦野市）

【推薦】　霧に包まれる箒杉　武智　斉子（小田原市）

清水やまなみ橋　開通
　２月28日、県道
76号山北藤野線か
ら河内川を横断する
「清水やまなみ橋」が
開通しました。開通
イベントには、県や
町、地元自治会、中
日本高速道路㈱など
の関係者や、橋の命
名をした清水中学校
の最後の卒業生６名
など、約60人が参
列し、式典や橋名板
の披露、渡り初めな

どが盛大に行われました。
　清水やまなみ橋は、河内川の増水時の塩沢地区の孤
立を解消し、また新東名高速道路の（仮称）山北スマート
ＩＣ計画へのアクセス道路としても欠かせないものとし
て、まさに町の未来へと架かる橋となりました。

　今月号の表紙は、町内の幼稚園・保育園を卒園した園児を
撮影しました。卒園おめでとうございます。楽しかった思い出
や、将来の夢を立派に話す園児の成長した姿に、卒園式会場は
感動で包まれていました。まもなくピカピカの小学生ですね。こ
れからも一層大きく健やかに成長されることを願っています。

今月の表紙 「町内幼稚園・保育園の卒園児」

【入選】
　　丹沢湖と富士山　　　　石井　良二　（南足柄市）
　　トンネルの向こう側　　齋藤　啓裕　（松田町）
　　ブナ残る　　　　　　　両角　　泰　（南足柄市）
　　晩秋のユーシン渓谷　　武智　是朗　（小田原市）
　　丹沢湖畔に冬の使者　　保田　和昭　（南足柄市）
　　早春の富士　　　　　　碓井　一海　（南足柄市）

【特選】　二上がりの舞
　　　　鈴木　要（山北町）

【審査員　講評】 推薦（霧に包まれる箒杉）
 秋の雨上がり、神代杉の箒杉をテーマにした作品
です。だれでも目にする光景を見事なカメラワー
クとセッテングの巧さで、霧をバックにした箒杉
を撮影した作品です。画面の構成はワイド画面に
作られた作品ですが、展示では箒杉を強調するの
が適当と考え作品をトリミングしました。霧の昇
る瞬間を見事にとらえた秀作です。
　公益社団法人　日本写真家協会会員　西岡　修

入選作品紹介（敬称略）


